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【誤訳訂正書】
【提出日】平成24年10月9日(2012.10.9)
【誤訳訂正１】
【訂正対象書類名】明細書
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【訂正の内容】
【００６３】
　特に、ウエーブが最初に樹状突起へ入ると、その樹状突起は、末梢樹状突起の様相を呈
する。その基部重みとトレース値の両方が与えられると、樹状突起は、そのトレースによ
って引き起こされる追加が現在の重みへ追加されるか又は次のべきへキャリーされるかに
ついて決定しなければならない。その決定の論理は、２値コーディングにおける場合と非
常に似ている。すなわち、連合が存在しない場合、その重みはそれが存在するように設定
される。連合が存在すると、古く且つ新しい連合が二つの同一のものとして占め、且つよ
り高いべきへ向けて左シフトされるべきである。下記のように、ダブルマッチ／フィルタ
は、次のべきへキャリーされるべき、現在既知の連合のこのような「ダブル化」を検出す
る。
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